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1.橋梁長寿命化修繕計画の目的  

1）背景 

葛尾村が管理する橋梁は、令和 3 年度現在で 33 橋架設されています。このうち、建設

後 50 年を経過する橋梁は全体の 6%を占めており、20 年後の令和 23 年には，82%程度に

増加します。今後急速な橋梁の高齢化が進行する中、従来の「重大な損傷が確認されて

から対策を施す管理」を継続した場合、維持管理のコストが膨大となり、満足な修繕、

更新が行われず道路利用者への安全・安心なサービスを提供することが困難になる恐れ

があります。 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

2）目的 

このような背景から、より計画的な橋梁の維持管理を行い、限られた財源の中で効率的

に橋梁を維持していくための取り組みを策定することが不可欠となります。そこで葛尾村

では、以下の目的で橋梁長寿命化修繕計画を策定しました。 
 

① 道路の安全性の確保 

定期的な点検や、修繕・架け替え計画的に行い、事故につながる損傷を早期に発見する

とともに、安全性能について向上を図る。 

②コストの縮減 

橋梁点検により発見された損傷を計画的に修繕・架け替えを行う事によって従来の対症療

法型から、”損傷が深刻になる前に予防的な対策を行う”予防保全型へ転換と予算の平準化

を計画し、トータルとしての維持管理費用の増大を抑制する。 

③ 維持管理の継続的な実施 

計画的な維持管理を行い、補修工事の早めの実施により、橋梁の健全化を図るとともに、

計画や執行状況を定期的に評価・見直しを行い、より効率的・効果的な維持管理計画を策定

する。  
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2.長寿命化修繕計画の対象橋梁  

橋梁長寿命化修繕計画の対象は葛尾村が管理する全橋梁のうち、以下の表に該当するも

のとなります。 

 

  
一級 

村道 

二級 

村道 

その他 

村道 
合計 

全管理橋梁数 5 3 25 33 

うち計画の対象橋梁数 5 3 25 33 

うちこれまでの計画策定橋梁数 0 0 0 0 

うち令和 3年度計画策定橋梁数 5 3 25 33 

長寿命化修繕計画の対象選定項目 

■ 緊急輸送路に位置する橋梁 

■ 橋梁下に交差道路がある橋梁 

■ 観光地へのアクセス道路に位置する橋梁 

■ バス路線に位置する橋梁 

■ 市町村間を結ぶ路線に位置する橋梁 

■ 国道，主要地方道へのアクセス路線に位置する橋梁 

■ 近隣に重要な施設がある橋梁 

 

●対象橋梁位置図 
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●対象橋梁一覧表 
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3．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針  

１）健全度把握の基本的な方針 

健全度は，道路橋定期点検要領（平成 31 年 2 月 国土交通省 道路局）に基づき、５年

に１回の実施を基本とした定期点検により把握します。定期点検実施後は橋梁の健全性を

Ⅰ～Ⅳの 4 段階に区分し、それぞれの健全性に応じた措置を実施します。 

 

 

 

Ⅰ→損傷は軽微なもので橋梁の安全性が保たれている状態であるため、経

過観察及び状況に応じて対策を実施します。 

Ⅱ→道路橋の機能は保たれておりますが、今後損傷が進行する恐れがある

ため、予防保全を目的とした修繕計画を立てます。 

Ⅲ→道路橋の機能に支障が生じるおそれがあるため、早急に修繕計画を立

てます。 

Ⅳ→重大な損傷があり、道路橋の崩壊につながる恐れがあるため、通行止

め等の措置を取る場合があります。 

 

２）日常的な維持管理に関する基本的な方針 

橋梁を良好に保つため、日常的な維持管理として「道路パトロール」を実施するととも

に、清掃や土砂詰まりの除去等、比較的対応が容易なものについては日常の維持作業によ

り措置します。 

 
  

表 3.道路橋定期点検要領（平成 31年 2月 国土交通省 道路局） 
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４．対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係わる費用の縮減に関する基本的な方針 

1）メンテナンスサイクルの構築 

橋梁長寿命化修繕計画は、5 年毎に橋梁点検を実施し損傷状況に合った適切な補修補強

等の修繕対策を実施できるよう、実情に合った修繕計画の更新を行います。 

 

① 5年間のサイクルを目安に橋梁点検を行い、損傷箇所や損傷内容を把握します。 

② 橋梁の点検データは随時更新し、損傷状況等の最新情報を把握します。 

③ 橋梁点検結果を基に、将来的な部材毎の劣化を予測し、今後の橋梁修繕計画を策定します。 

④ 策定した修繕計画を基に補修や補強等の対策工事を実施します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2）予防保全型による劣化抑制とコスト縮減 

予防的な修繕の計画、実施を行う事により，修繕、架替えに係わる事業費の大規模化を

回避し，ライフサイクルコスト※の縮減を図ります。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ライフサイクルコスト（Life cycle cost）とは、製品や構造物（建物や橋、道路など）がつくられてから、

その役割を終えるまでにかかる費用をトータルでとらえたものです。  

①  橋梁点検 
 （5 年毎） 

③ 橋梁修繕計画の策定 
（予防保全型） 

② データの更新 ④ 補修補強の実施 
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5．計画期間  

橋梁長寿命化修繕計画の策定期間は、概ねの既存橋梁が役目を終えて、架け替え等の更

新、再建設が予定される５０年後までの期間を計画します。 

 
 
 

6．対策優先順位の考え方  

橋梁長寿命化修繕計画では、重要度が高く、損傷が大きいものから優先的に対策を進め

ます。橋梁の重要度は道路種別、バス路線の有無、構造種別、供用年を考慮し評点します

（表 6-3）。損傷の大きさは総合評価指標を用いて評点します（表 6-2）。各評点の値を 3

つの区分、9 つのカテゴリーに分類し各カテゴリーに優先順位を 1～9 の間で設定します

(表 6-1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

6

8

9

総合評価値

30未満

30以上60未満

60以上100以下

1

2

4

3

5

7

100以下60以上 60未満30以上 30未満

諸元重要度

損傷度小さい

損傷度大きい

重要度高い 重要度低い

表 6-1．優先順位(数値が小さいほど優先順位が高い) 

表 6-2．損傷の大きさの総合評価指標値計算例 
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表 6-3．優先順位表 
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7.対象橋梁橋 梁 ご と の 概 ね の 次 回 点 検 時 期 及 び 修 繕 内 容 時 期  

基本方針を基に、対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・修繕時期又は架替

え時期を検討した結果については、添付資料に記載しました。 
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8.定期点検結果  
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9.対策費用等  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

単位：万円 
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10．長寿命化修繕計画による効果  

予防保全による長寿命化修繕計画を実施することにより、従来の事後保全的な管理と比較

し、５０年間で約 10 億円（２千万円／年）のコスト縮減が見込めます。 
 

 

① 事後保全型の事業費  50 年間総費用 22 億円 

② 予防保全型の事業費 50 年間総費用 12 億円 

③ コスト縮減効果 22-12＝ 10 億円（2千万円／年） 
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縮減 10 億円 
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11．道路メンテナンス事業補助制度の活用  

葛尾村では国交省「道路メンテナンス事業補助制度」を活用し新技術の活用や実効性のあ

る長寿命化修繕計画の策定を行います。 

 

①  新技術等の活用 

令和 3 年度点検対象橋梁のうち、3 橋では橋梁点検車を使用した点検を実施しました。ド

ローンやロボットカメラ等の新技術を使用した場合の費用と時間を試算した結果、コスト比

較で約 25%、金額で約 40 万円の縮減、点検日数で 1 日間短縮可能で約 20%費用が縮減すると

試算されました。令和 6年度～10年度の次回点検時に、積極的に新技術を活用し維持管理

費用の低減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 実効性のある長寿命化修繕計画の策定 

葛尾村では実効性のある長寿命化修繕計画の策定にあたり以下の項目を実施し維持管理費

用の低減化を図ります。 

■ 次回点検の令和 8 年度までに迂回路が存在する橋梁は、集約・撤去の検討をします。 

■ 次回点検では新技術を 1 割程度の橋梁で採用しコスト低減化を図ります。 
  

1650
1250

0

400

800

1,200

1,600

従来技術 新技術

コストの比較

5
4

0

1

2

3

4

5

従来技術 新技術

点検実施期間の比較

約 25%縮減 約 20%縮減 

点検ロボットカメラによ

る写真撮影と画像処理は

橋上からの撮影が可能で

あり、橋梁点検車を使用

しないため、費用の縮減

や点検期間の短縮につな

がる。 

単位：千円 単位：日 
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12．集約化の検討  

葛尾村では集約化、撤去を検討する条件として国土交通省「橋梁の集約化・撤去事例」を

参考に葛尾村管理橋梁 33 橋において、集約化、撤去が可能な橋梁を選定しコスト低減の検

討を行いました。 

 

①   撤去・集約、費用縮減に関する計画について 

村道中島線に架かる 20号橋（プレテン床版橋）について、点検時には車両の通行がな

く、隣接する 10号橋までの直線距離は約 140m であるため、迂回による交通障害は発生しな

いと考えられます。これにより、点検費用や補修費用を削減できる見込みです。また、20

号橋を令和 10 年度までの集約撤去を目指すことで、令和 15 年度までに必要となる費用を約

50 万円コスト縮減することを目指します。 

 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20 号橋 

10 号橋 

迂回路 

20 号橋正面写真(県道側を望む) 
架設位置図(国土地理院地図) 
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13．計画策定担当部署及び意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者   

橋梁長寿命化修繕計画の策定に際し、有識者の有益なご助言を得る場として、「学識経験

者の意見聴取」の場を設けました。橋梁修繕計画における課題や問題点などを挙げ、効果的

な取組体制を築くための議論を行いました。 

 

 

●計画策定担当部署 

葛尾村役場 地域振興課  TEL 0240-29-2113 

 

●意見を聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

福島工業高等専門学校高専 都市システム工学科 

江本 久雄 准教授 

 

     
所見 
 
 

 


